中間市デジタル田園都市構想総合戦略（案）に対する

市民意見提出手続（パブリックコメント）の実施結果について
中間市デジタル田園都市構想総合戦略（案）に対する市民意見提出手続（パブリックコメント）を実施したところ、市民のみなさんから貴重なご意見をいただきありがとうございました。

提出されました意見の概要とこれに対する市の考え方を公表いたします。
	実施期間
	令和６年11月11日（月）～12月10日（火）

	資料閲覧場所等
	中間市のホームページで告知

市役所情報公開コーナー（本館１階）、未来創造部企画課（本館２階）、中央公民館（なかまハーモニーホール内）、市民図書館、ハピネスなかま、人権センター、地域交流センター


	応募資格
	市内に在住、通勤または通学している人、この計画に利害関係がある個人または団体



	意見提出者数
	１名（１件）

	意見提出状況
	電子メール１名


	№
	ページ
	行番号、項目など

	１
	－
	【基本目標４】

官民連携や安全・安心な暮らしの確保など時代に合った地域づくりの推進


【意見の概要】
デジタル人材育成の為にハピネスなかまをデジタル拠点として活用し、デジタル専門学校を誘致して市民交流、小学生からの教育に繋げ、DX化に慣れ親しむ環境作りをする。

東京にデジタルハリウッド大学がありますが、在校生の話を聞くとお茶の水のビルのワンフロアでやっているそうです。

ゲームやアプリ、映画、CM等のメディア関連の最先端技術を地方で学び中間市を他地方から目指す事ができたら素晴らしいと思います。
【回答】
　貴重なご意見ありがとうございます。他地域の事例を用いた具体的なご提案誠にありがとうございました。全国的に人口が減少していく中で、いかにしてこのまちに魅力を感じていただくか、そのためには何をするべきかということをしっかりと考え、方向性を定めた上でまちづくりを進めていかなければなりません。ご指摘いただきましたように他地域との差別化を図り中間市らしい取組を進めていくことが極めて重要となってまいります。

いただきましたご意見につきましては、現時点で本市の方向性として指し示す段階には至っておりませんので、今回の中間市デジタル田園都市構想総合戦略に追記することはできませんが、今後のまちづくりを進めていく上での一つのプランとしてしっかりと検討させていただきます。

